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Ⅰ 一般会計補正予算（第 14 号） 

１ 補正予算編成の考え方 

 新型コロナウイルスワクチンの接種を速やかに実施するために必要な体制を整備するほか、

市民生活への支援の強化として、感染予防対策を講じながら不安を抱えて出産した母等へ支給

する「出産特別給付金」の給付対象児童の出生日の期間を「令和 2 年 12 月 31 日まで」から

「令和 3年 3月 31日まで」に延長する。 

また、兵庫県が行う営業時間の短縮要請に応じた店舗を運営する事業者等に対し、兵庫県と

協調して感染拡大防止協力金を支給するため、令和 2 年度一般会計補正予算（第 14 号）を編

成する。 

２ 補正予算の内容 

〇 新型コロナウイルス感染症への対応に係る補正予算 補正予算額   380,076 千円

（１）医療提供体制・感染拡大防止対策の充実 補正予算額  79,168 千円

・新型コロナウイルスワクチン接種事業費 

ワクチンの接種を速やかに実施するために必要な体制の整備を実施する。

   内容：ワクチン接種体制の確保に必要な経費 

予診票作成業務、コールセンターの設置等 

   債務負担行為：310,000 千円（令和 3年度実施分） 

（２）市民生活への支援の強化 補正予算額  44,000 千円

・出産特別給付金関係事業費 

感染予防対策を講じながら不安を抱えて出産した母等へ支給する「出産特別給付金」

を給付対象児童の出生日の期間延長に伴い増額する。 

対象児童の出生日：令和 2年 12 月 31 日まで ⇒ 令和 3年 3月 31 日まで 

   給付額     ：5 万円（従前から変更なし） 

申請受付期限  ：令和 3年 2月 28 日    ⇒ 令和 3年 5月 31 日 

（３）地域経済の活性化・地域の元気づくり 補正予算額  256,908 千円

・新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金関係事業費 

兵庫県が行う営業時間の短縮（休業含む）要請に応じた店舗を運営する事業者等に対

し、兵庫県と協調して感染拡大防止協力金を支給する。 

    支給額：・兵庫県による要請（1/12～1/13（2日間）） 

1 日あたり 4万円／店舗 

・緊急事態宣言に基づく緊急事態措置（1/14～2/7（25 日間））   

1 日あたり 6万円／店舗 

    費用負担割合：国：80％ 県：20％×2/3 市：20％×1/3 

令和 2年度 1月補正の概要
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３ 補正予算の規模 

  （単位：千円）

現在予算額 補正予算額 補正後予算額 

266,046,116 380,076 266,426,192

４ 歳入歳出補正予算額 

   （単位：千円）

歳  入 歳  出 

款 補正予算額 款 補正予算額 

国庫支出金 79,168 総務費 44,000

繰入金 300,908 衛生費 79,168

商工費 256,908

合 計 380,076 合 計 380,076

５ 繰越明許費 

追 加  （単位：千円）

款 項 事 業 名 金 額 

総務費 総務管理費 出産特別給付金関係事業 50,000

商工費 商工費 新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金関係事業 256,908

６ 債務負担行為 

追 加 （単位：千円）

事  項 期 間 限 度 額 

新型コロナウイルスワクチン接種事業 令和 3年度 310,000

７ 費目別事業概要 

総務費 44,000 千円

 出産特別給付金関係事業費 44,000 千円

出産特別給付金を給付対象児童の出生日の期間延長に伴い増額

する。

衛生費 79,168 千円

新型コロナウイルスワクチン接種事業費 79,168 千円

  ワクチンの接種を速やかに実施するために必要な体制を整備す

る。 
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商工費 256,908 千円

新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金関係事業費 256,908 千円

兵庫県が行う営業時間の短縮要請に応じた店舗を運営する事業

者等に対し、兵庫県と協調して感染拡大防止協力金を支給す

る。


